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立教大学国際学術研究交流制度 

2026年度「招へい研究員」報告書 

 

１．招へい概要 

 

２．滞在中の活動 

来日日および離日日を含め、滞在中の活動を記入してください。全日程（毎日）記載する必要はありません。 

講演会やセミナーなどを開催した場合はタイトル、会場、参加者数等を記載してください。 

活動内容記入例）○○についての研究討議、共同研究、講演、講義、大学院生への研究指導等 

年月日 活動内容 

2026/6/25（木） 

 

6/27（土） 

 

7/4（土） 

 

7/9（木） 

 

7/11（土） 

 

7/12（日） 

 

7/14（火） 

 

来日 

 

第1回講演会(公開・ハイブリッド)「ガーナの鉱業地域で生活し働く若者に

対する地域社会の認識」池袋キャンパス11号館M302教室,参加者8名 

第2回講演会(公開・ハイブリッド)「ガーナの鉱業コミュニティにおける水

質リスクの認識」池袋キャンパス1号館1203教室, 参加者10名 

ディヴィッド・ヤーガー氏「言葉と音の間で」講演会とワークショップへ

の参加, 池袋キャンパス10号館X102教室, 参加者17名 

第3回講演会(公開・ハイブリッド)「アコソンボ・ダムの決壊：心理社会的

影響の初期評価」池袋キャンパス1号館1203教室、参加者11名 

江戸川区子ども未来館「哲学ゼミ」講話「ガーナにおける違法な鉱山採掘」

と哲学対話への参加, 江戸川区篠崎こども未来館, 35名 

中高生哲学カフェへの参加,午前：池袋キャンパス12号館第１・２会議室、

午後：ジュンク堂池袋本店, 約90名 

受入 

教員 

所属･職 文学部・教授 

氏名 河野 哲也 

受入学部・研究科･研究所 文学研究科 

招へい 

研究員 

所属・職 

Lecturer, Department of Environmental Management Technology, 

Faculty of Built and Natural Environment, Koforidua Technical 

University 

所属機関所在国：ガーナ 

氏名 Feizel Ayitey ARYEE 

招へい期間 2026 年 6 月 25 日～2026 年 7 月 17 日（23 日間） 

研究経費 769,220 円 



7/16（木） 

 

 

7/17（金） 

第4回講演会(非公開)「水問題：ガーナ農村部における分配の（不）公正と

心理社会的ストレスの事例」池袋キャンパス5号館5308教室、参加者

21名 

離日 

３．研究・交流状況および成果 

上記に記載した活動について、具体的な研究･交流の内容および成果を、本学の学術研究、教育活動、国際交

流の進展へ与える効果を含めて、記載してください。講演会やセミナーなどの参加者層（学生、大学院生、

一般、教職員等）、会場の様子なども記載してください。 

 

ファイゼル・アリー氏は、予定通りに6月25日に無事に来日した。 

第一回の公開講演は、池袋キャンパスにて、6月27日（土）16:00〜17:30にハイブリッドで

行われた。テーマは、「ガーナの鉱業地域で生活し働く若者に対する地域社会の認識」であ

り、ガーナのフニ・バレーにおける鉱業地域で生活し働く若者に対する地域社会の認識を、

特に就学状況およびアルコール・薬物使用に焦点を当てて検証した。鉱業コミュニティにお

ける若者に対する地域社会の認識は、道徳的懸念、生計の圧力、および鉱業に関連する社会

変化への長期的な曝露によって形成されていることが示された。あいにくこの日、関東地方

は大型台風に見舞われ、公共交通機関が止まることがあったが、それでも数名が会場を訪

れ、ハイブリッドであったため、合計8名が参加できた。 

 

 

第二回は「ガーナの鉱業コミュニティにおける水質リスクの認識」と題され、池袋キャン

パスにて、7月4日（土）16:00〜17:30にハイブリッドで行われた。ガーナでは、違法採掘が

拡大し続けており、環境の質や公衆衛生に重大な影響を及ぼしている。しかし、影響を受け

るコミュニティにおけるリスク認識は、環境意識よりも直接的な健康への影響によって媒介

される。環境条件と主観的なリスク認識との間の乖離は、資源採掘の文脈における環境ガバ

ナンスや公衆衛生介入への示唆を与えると論じられた。 

第三回は、「アコソンボ・ダムの放流：心理社会的影響の初期評価」と題され、池袋キャ

ンパスにて、7月11日（土）16:00〜17:30にハイブリッドで行われた。ボルタ湖下流のコミ



ュニティを水没させたアコソンボ・ダムの放流に伴う心理社会的ストレスを検証した。不十

分な情報伝達と地域災害対策計画の欠如が広範囲の壊滅的な被害をもたらし、三つのコミュ

ニティの住民全員が心理社会的ストレスを経験した。災害軽減と対応計画において、心理社

会的ストレスを中核的な考慮事項とすべきことが指摘された。スポーツウエルネス学部の奇

二正彦准教授が参加し、活発な議論がなされた。 

 

 

この三回の公開講演会は、やや内容の専門性が高度なために、聴衆は多くはなかったが、

本学の教員やアフリカの環境問題に関心を持つ学内外の参加者を中心にして、しっかりした

調査に基づいたアリー氏の環境破壊と共同体の危機の問題の切実さは大いに伝わり、充実し

た質疑を交換した。 

第四回は、非公開の講演として、本学教育学科・教育学専攻を聴衆として、「水問題：ガ

ーナ農村部における分配の（不）公正と心理社会的ストレスの事例」というタイトルで講義

が行われた。持続可能な開発目標（SDG）6は、安全な飲料水への普遍的かつ公平なアクセス

を重視しているが、特にサハラ以南アフリカの農村部では依然として深刻な不足が続いてい

る。水不足が健康に及ぼす影響は十分に確立されている一方で、その心理社会的影響につい

ては十分に検討されていない。本講義では、分配の不公正がガーナの農村コミュニティにお

ける水不足とその心理社会的影響をどのように形成しているかを調査した結果が明らかにさ

れた。学部生や院生との英語による活発な質疑がなされた。 

 



 アリー氏は、以上の公式の講演会を実施した他に、来日中、招聘者が企画するさまざまな

イベントに積極的に参加し、日本人の、とくに若い世代との交流を重ね、環境教育につなが

る対話的な教育法や体験型教育の方法についても積極的に学んだ。 

7月9日には、同じ時期に、招聘者の研究室を訪問していたデンマーク・オーフス大学教育研

究所博士課程のディヴィッド・ヤーガー（David Sebastian Jæger）氏の音楽の体験教育とそ

の対話的な転換についての講演会とワークショップ「言葉と音の間で」へ参加し、ヤーガー

氏や参加者と交流し、体験的な教育法について情報交換していた。 

また、7月12日には、やはり招聘者が企画している江戸川区篠崎子ども未来館における「子

ども哲学ゼミ」において、小学３〜６年生を対象に、講話「ガーナにおける違法な鉱山採掘」

（通訳付き）を行い、その後に引き続き行われる「子どもの哲学対話」へ通訳とともに参加

し、子どもへの対話を通した環境教育（ESD）について情報交換した。14日には、招聘者が企

画する立教・ジュンク堂「中高生哲学カフェ」へ参加した。英語グループで、中高生とその

学校の教員と哲学対話を行い、対話的な教育法を体験した。アリー氏は環境教育の専門家で

はあるが、こうした対話的な学習が極めて有効であることを感得し、この方法を帰国後に試

すつもりであると感想を漏らしていた。 

 

 

こうして、1ヶ月弱の立教滞在の間、4回の予定された講演と、3回の「体験＋哲学対話」の

教育ワークショップに参加し、立教大学の教職員・学生・院生と濃密な交流の機会が持てた

のみならず、学外の若い世代とも深い交流ができた。講演や講話におけるアフリカの環境危

機の現状とその対策の報告は、本学内外に重要な知見をもたらした。アリー氏にとっては、

本学の図書館利用は有益であったようであり、また今回参加した対話型の教育・ワークショ

ップは、彼にとって有効な環境教育への気づきをもたらしたとのことである。17日の飛行機

で予定通りに帰国の途についた。 

 

 


